























































































































































































第 4 章「植民地台湾の戦時動員と映画」（三澤真美恵）が主に扱う『台南州 
国民道場』（公開推定年は 1943 年 5 月以降とされている）は、台湾映画協
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第 6 章が主な対象とした『全台湾』は、評者が DVD に収録された第 1 巻
8 
 
を見た限りではあるが「日本内地向け」の観光映画的な作りで、1934 年に製
作されたものであろうと推定されていた。それに対して、巻頭タイトル下部
に大きく「国策記録映画」と表示される『南進台湾』は、新版と旧版がある
にせよ、製作時はすでに日中戦争は始まっている。ラストで石油などの資源
を中心に「南進」の見取り図が示されることが象徴するように、まさに戦時
下の「プロパガンダ・フィルム」である。時代状況の推移と皇民化政策の推
進が音楽選曲の違いに大きく影響していることは確かである。さらに著者は、
『南進台湾』の完成が 1942 年以降なら「敵性音楽」となった軽音楽は使え
なかったろうし、1943 年の「大東亜宣言」以降なら漢民族の音楽は容認され
ていたかもしれないと論じている（p.227）。これは 1941 年に始まる内務省
と情報局によるいわゆる敵性音楽の追放・排斥を前提としたものであろう。 
ただそうは言っても、第６章に付いている「対象フィルム一覧および作中
で用いられている音の概要」（pp.178-181）によると、1943 年の『台南州 国
民道場』にも「台湾伝統音楽が採用されるケースは見られなかった」（p.192）
にせよ、「背景音楽に輸入盤レコードが用いられていた」（同）ようだし、
こうした分析のずれが生じるのは時代状況の変化や対象フィルムの製作過程
における検閲制度の違いなどによるだけのものなのか。記録映画を製作した
監督やスタッフ、選曲者の考え方の相違からくるものはないのか。製作者の
意図と上映版の検閲とはどこまで合致するのか。そうしたことが相互に影響
しあっていることはないのか。編者も終章で「それぞれの異なる専門知識や
方法論によって、相互に異なる読解があらわれている箇所もある」（p.249）
としているが、これらのフィルムをどう読み解くかには三澤の言う「分節化」
の方法と合わせ、まだまだ検討すべき課題が残されていて、評者もそうだっ
たが読者も付録の DVD に収録された作品を見て自分で確かめてみたくなっ
てくるに違いない。そうしたことも含めて、この本は読者自身に各章をどう
有機的に連結し、台湾のプロパガンダ映画にとどまらぬ植民地期台湾映画の
全体像をどう想像するかを問いかける本にもなっている。 
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